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地域に寄り添い続ける

生まれてからずっと戸田に住んでいる永井さんは、中町会の約2,000人の会員
を5年にわたり取りまとめている町会長です。町会の役員だった頃から、長く
受け継がれてきた地域の行事を大切にして、その魅力をさらに高めるための工
夫を惜しまず続けてきました。一方で、新しい提案に対しても前向きで、柔軟
さも持ち合わせている永井さん。若い世代の会員から「町会でSNSを始めたい」
と声が上がった際には、すぐに受け入れて背中を押したと言います。
また、行事や運営に関する意見や相談が寄せられたときには、一つひとつ耳を
傾け、改善策を共に考えながら、誠実に対応することを心掛けているそうです。
こうした姿勢は、伝統を守る場面でも、新しい取り組みを進める場面でもぶれ
ることはありません。さらに、町会内のコミュニケーションを何より大切にし、
会員同士が安心して関われる環境づくりに力を注いでいる点からも、永井さん
の温かな人柄が感じ取れます。
周囲からの信頼も厚く、地域の未来を想いながら歩みを進める永井さんの姿は、
強い責任感と深い優しさであふれていました。
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今月は、「食料」「水」についての手話を紹介します。 問い合わせ　障害福祉課（内線 297）

左手のひらを上に向け、右手人差し指と中指を箸に見立て、口へ運ぶように動
かし、親指と人差し指を伸ばした右手を繰り返し半回転させながら右へ動かす。

食料

手のひらを上に向けた右手を、左肩あたりから斜め下へ引く。
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自然でのびのびとした木々をイメージしな
がら、マングローブの特徴を生かして制作
しました。海とのつながりやマングローブ
独特の木の個性を、根をむき出しにして木
の色を全て変えたり、水の色をグラデーショ
ンにすることで表現しています。

作品名

「マングローブ」

市長が全力で市内を取材し、紹介するコーナーです。
取材先で皆さんの声を聴き、キラリと輝く戸田の宝を発掘します。

Special photo

動画版も公開中 !

主体性を引き出すデイサービス
地域密着型の通所介護サービス「GooDay」を訪れました。ここでは、介護度を改善し、
在宅で過ごす時間を長くできるように、さまざまなユニークな取り組みを導入しています。
利用者の意思を尊重し、「自己選択・自己決定」をテーマに、1日のスケジュールはなる
べく自分で決めてもらいます。自力で決めにくい人にはスタッフが一緒になって考え、
利用者が自分らしく過ごせるようサポートしています。「家にいるよりここに来た方が
楽しい」と好評だそうです。
代表取締役でケアマネジャーの小

お の

野 ひとみさ
んは元看護師で、家族の協力さえあれば、い
つでも家で看取れる環境を整えることが夢
でした。それを現実にすべく、GooDayを
開設したそうです。「在宅の限界ギリギリま
で家で過ごせるように、利用者と家族を支え
たいという気持ちで日々、仕事をしています」
と語ります。

独自通貨で小さな「社会」生み出す
特徴的な取り組みが、施設内のみで通用する通貨を導入し、利用者が小さな「社会」を
体感できることです。取締役の小

こ さ か

坂 優
ゆうすけ

輔さんは「オリジナルの施設内通貨『亀
かめ

』を一人
ひとりが持って、財布と通帳で残高を管理しています。お仕事をしたり、リハビリの運
動をしたりすることで稼いでもらい、毎月15日にお給料という形で通帳に入金します」
と説明します。
稼いだ亀は、飲み物やお菓子の購入費や、麻
雀の参加費などに使うことができます。利
用者の間で「今日はたくさん稼いだから、お
ごってあげる」といった会話もあり、コミュ
ニケーションのツールになっています。お
金が介在する社会のあり方を、施設内で再現
しているのです。

通所介護サービスG
ぐ っ で い

ooDay第53回

蕨介護サービス有限会社 
通所介護サービスGooDay 
笹目5 -2 -15
地域密着型の通所介護施設で、2013年に開設。市民を
対象に機能訓練や日常生活支援などを行う。「自分が必
要とされていると感じ、限界をつくらずやりたいことに
挑戦できる通所介護事業所を創出する」をテーマに掲げる。

利用者の皆さんと集合写真を
撮りました。この日に予定を合
わせ、参加してくださった方も。
最高齢の方は96歳で、笑顔で
周囲と和やかに話しているのが
印象的でした。皆さんから「が
んばって」と、かえって励ましの
言葉をいただきました。

洗濯物干しを体験しました。
五十亀を獲得し、お菓子を購入。
働いて稼いだお金だけに、おい
しさもひとしおでした。一緒に
作業した方によると、「カラオケ
が一番楽しい」とのこと。取材
後のカラオケタイムは、大いに
盛り上がったようです。

取材先募集中！ 市長が市内の企業や事業所など、皆さんのところへ取材に行きます。申し込みは市長公室（内線423）まで。

取材を終えて市長は
市では「100年健康プロジェクト」を掲げ、健康寿命を延ばす支援を進
めています。このプロジェクトと通じ合うユニークな取り組みをしてい
るGooDayでは、幅広い年齢層の利用者が思い思いの活動をしてい
ました。「亀」という施設内通貨も使って、皆さんが生き生き過ごして
いることは勉強になりました。市民の皆さんが年齢を重ねても健康で
過ごせるよう、これからもGooDayに活動していってほしいと思います。

動画は
こちら

人気のレクリエーションである麻雀。楽しみつつも白
熱した勝負が繰り広げられていました

旧十銭札を模した「亀」は全部で4種類。造幣局に確
認した上で使っています
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